
ケース研修ワークシート (6)-③ 体罰（高等学校）

●ケース 氏名（ ）

高校２年生の担任をしているＡ教諭は、卓球部の顧問として熱心に指導に取り組
んでいた。大会前のある日、以前から再三注意してきた卓球部員の生徒Ｂは、その
日も練習中にふざけて遊んでいたので、「真面目に練習できないのなら出ていけ。」
とどなりながら、右の手のひらで頬を数回叩く体罰を行った。
同生徒は鼻血を出したが、日頃から「部活動では厳しい指導が必要だ。」と考え

ていたＡ教諭は、校長にも報告しなかった。しかし、翌日、被害にあった生徒とは
別の生徒の保護者から、教育委員会に連絡があり、Ａ教諭の体罰が発覚した。

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸｹｰｽ集(平成22年8月)より

(1) 問題点などのポイントを整理してみましょう！

◇

◇

◇

(2) どのような責任が問われる可能性があるのでしょうか？

◇

◇

◇

(3) 対応策について検討してみましょう！

◇

◇

◇

(4)セルフチェックしてみましょう！

項 目 ア イ ウ

１
体罰は人権を侵害する行為であり、学校教育法などで禁止され
ていることを知っている。

２
「教職員の懲戒処分の指針（標準的な処分量定）」で示された
体罰等を行った場合の処分を理解している。

３
児童生徒の指導に当たっては、感情的にならず、教育的に配慮
して、冷静に対応するよう心がけている。

４
「時には力による指導も必要だ」と体罰を肯定する考えは誤り
で、体罰によらない指導ができてこそ教育のプロだと思う。

５
体罰を見過ごさず、注意したり、管理職に報告したりすること
ができる。

（ア：はい イ：どちらともいえない ウ：いいえ）

◎ 今回の研修についての感想（評価を○で囲んで、感想を書いてください。）

評価 とても良かった 良かった あまり良くなかった 良くなかった



解説 ケース研修ワークシート（体罰③ 高等学校）

(1) 問題点などのポイントを整理してみましょう！

◇生徒Ｂは、常日頃から不真面目な部員であった。

◇事件のあった日は、大会の直前であった。

◇Ａ教諭の行為は、身体に対する侵害を内容とする懲戒に該当し、体罰とみなされる。

◇Ａ教諭は、体罰を厳しい指導のために必要な行為と考えているところがある。

◇Ａ教諭は、Ｂに必要な手当もせず、校長にも報告していない。

◇Ａ教諭の体罰を別の生徒の保護者が教育委員会に連絡していることから、ほかに

もこの事件を知っている者がいると思われる。

(2) どのような責任が問われる可能性があるのでしょうか？

◇身分上の責任 （状況により）懲戒免職・停職・減給・戒告

（参考）懲戒免職になった場合、教員免許状は効力を失い、退職手当は支給されない。

◇刑事上の責任 （状況により）刑法による傷害罪・暴行罪により懲役又は罰金

（参考）傷害罪：１５年以下の懲役又は５０万円以下の罰金。暴行罪：２年以下の懲役又は３０万円以

下の罰金。執行猶予付きであっても禁錮刑以上の場合、欠格条項に該当し失職する。

◇民事上の責任 （状況により）被害者への慰謝料等の損害賠償責任

※ 関連する法令等は、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸｹｰｽ集の14ページを参照してください。

(3) 対応策について検討してみましょう！

◇適切な初期対応を行う（事実関係の把握、被害者への謝罪等）。

◇管理職を中心に組織的に対応する（情報・意思決定の一元化、取材対応等）。

◇所管の教育委員会へ報告し、指導・助言を受ける。

◇児童生徒にメンタルヘルスケアが必要な場合は、専門家の指示に基づいて、適切

に対応する。

◇体罰を容認する土壌があれば、これを一掃し、不適切な指導に対して、教職員相

互に点検し合える環境づくりに努める。

◇校内研修等で、体罰によらない生徒指導の在り方について、研究に努める。

◇特定児童生徒への個別指導については、一人の教員に任せることなく、複数であ

たる体制を整える。

◇児童生徒が何でも気軽に話せる教育相談体制の充実に努める。

教職員の懲戒処分の指針（標準的な処分量定）

非違行為等の分類・具体例 免職 停職 減給 戒告

体罰等 (１)体罰により児童生徒を死亡させ、又は児童生徒に重大な後 ○ ○
遺症が残る傷害を負わせた教職員

(２)体罰により児童生徒に傷害を負わせた教職員 ○ ○ ○

(３)児童生徒に上記以外の体罰をした教職員 ○ ○

(４)侮蔑的な言動により児童生徒に著しい精神的苦痛を負わせ 体罰の量定に準じて取り
た場合 扱う


